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年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

平
成
28
年

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
民
の
み
な
さ
ま
に
は
、

希
望
に
満
ち
た
新
し
い
年
を

お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
国
内
で
は
9
月

の
大
雨
災
害
が
発
生
し
、
国

見
町
で
も
土
砂
災
害
避
難
準

備
情
報
が
発
令
さ
れ
た
ほ

か
、
火
山
活
動
を
は
じ
め
と

す
る
世
界
的
な
異
常
気
象
に

よ
る
災
害
に
見
舞
わ
れ
ま
し

た
が
、
ラ
グ
ビ
ー
Ｗ
杯
で
の

日
本
代
表
の
活
躍
や
、
昨
年

に
引
き
続
き
日
本
人
2
名
に

「
ノ
ー
ベ
ル
賞
」
が
贈
ら
れ

る
な
ど
、
明
る
い
話
題
な
ど

も
あ
り
ま
し
た
。

　

国
見
町
に
お
き
ま
し
て

は
、
歴
史
ま
ち
づ
く
り
計
画

の
認
定
、
国
見
町
合
併
60
周

年
記
念
式
典
、
役
場
新
庁
舎

の
開
庁
、
防
災
拠
点
と
交
流

の
場
と
な
る
道
の
駅
造
成
工

事
の
竣
工
、
仮
庁
舎
と
な
っ

て
い
た
観
月
台
文
化
セ
ン

タ
ー
ホ
ー
ル
の
再
オ
ー
プ
ン

な
ど
、
少
し
ず
つ
復
興
へ
の

光
が
見
え
つ
つ
あ
る
状
況
と

な
り
ま
し
た
。

　

私
が
町
長
に
就
任
し
て
早

や
3
年
1
ヵ
月
が
経
過
い
た

し
ま
し
た
。

　

こ
の
間
「
国
見
の
み
ら
い

を
つ
く
る
5
つ
の
目
標
」
を

掲
げ
、
東
日
本
大
震
災
、
原

発
事
故
か
ら
の
復
旧
・
復
興

や
元
気
活
力
事
業
な
ど
を
実

施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

多
く
の
み
な
さ
ま
の
ご
理
解

と
ご
協
力
に
よ
り
、
住
宅
・

宅
地
除
染
に
つ
き
ま
し
て

は
、
昨
年
10
月
に
半
年
前
倒

し
で
全
て
の
住
宅
現
場
の
除

染
が
完
了
し
、
現
在
は
道
路
・

森
林
等
の
除
染
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
県
北
浄
化
セ
ン
タ
ー

の
汚
泥
問
題
に
つ
き
ま
し
て

は
、
減
容
化
施
設
が
稼
働
す

る
と
と
も
に
、
飯
舘
村
の
ご

配
慮
に
よ
り
、
飯
館
村
蕨
平

の
仮
設
焼
却
施
設
に
搬
出
を

行
っ
て
お
り
、
全
量
搬
出
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
風
評
被
害
の
払

拭
に
向
け
た
町
の
農
産
物
の

普
及
啓
発
事
業
の
た
め
、
北

海
道
・
東
京
・
中
部
・
関
西

地
方
な
ど
に
お
い
て
ト
ッ
プ

セ
ー
ル
ス
を
精
力
的
に
展
開

し
た
ほ
か
、
交
流
人
口
の
増

加
へ
つ
な
げ
る
た
め
に
「
東

京
く
に
み
会
」、「
国
見
応
援

団
ツ
ア
ー
」
な
ど
に
継
続
的

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、「
義

経
ま
つ
り
」、「
ふ
る
さ
と
産

業
祭
」、「
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
」、「
ビ
ッ
ク
ツ
リ
ー
」
な

ど
の
元
気
活
力
事
業
に
も
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
し
た
。

　

ま
た
将
来
に
わ
た
っ
て
国

見
町
が
持
続
発
展
す
る
た

め
、
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
及
び
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
を
策
定
し
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
「
東
日
本
大

震
災
」
や
「
原
発
事
故
」
か

ら
の
早
急
な
復
旧
・
復
興
を

加
速
し
、
町
民
の
み
な
さ
ま
、

関
係
団
体
の
み
な
さ
ま
と
と

も
に
、
安
全
・
安
心
で
明
る

い
魅
力
あ
る
町
を
つ
く
り
あ

げ
、
復
興
・
再
生
を
進
め
る

た
め
、
全
力
で
取
り
組
む
こ

と
が
、
私
の
使
命
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　

平
成
28
年
は
「
東
日
本
大

震
災
か
ら
の
復
旧
復
興
」「
安

全
安
心
」「
元
気
活
力
」「
思

い
や
り
」「
国
見
町
の
継
続

的
な
維
持
発
展
」
の
5
つ
の

目
標
を
ベ
ー
ス
と
し
、
交
流

の
場
づ
く
り
、
風
評
被
害
対

策
、
空
き
家
対
策
な
ど
の
防

犯
防
災
対
策
、
農
林
商
工
や

教
育
の
振
興
対
策
、
元
気
活

力
に
つ
な
が
る
事
業
や
イ
ベ

ン
ト
の
実
施
、
町
内
外
へ
の

情
報
発
信
や
交
流
人
口
の
拡

大
の
強
化
、
少
子
高
齢
化
社

会
を
見
据
え
様
々
な
対
策
を

講
じ
る
と
と
も
に
、
ス
ポ
ー

ツ
・
文
化
の
振
興
な
ど
に
も

対
応
し
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

特
に
今
年
は
、
平
成
28
年

度
中
に
完
成
予
定
の
「
交
流

を
核
と
し
た
道
の
駅
整
備
事

業
」
の
総
仕
上
げ
の
年
で
あ

り
ま
す
。
将
来
の
国
見
町
を

支
え
る
基
盤
・
核
と
な
る
施

設
を
し
っ
か
り
創
り
上
げ
る

と
と
も
に
、
歴
史
ま
ち
づ
く

り
計
画
や
地
方
版
総
合
戦
略

の
具
現
化
の
た
め
、「
ま
ち

づ
く
り
」
や
「
交
流
人
口
拡

大
」
に
直
結
す
る
事
業
を
重

点
的
に
進
め
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら

の
事
業
を
推
進
し
て
い
く
た

め
に
は
、
町
民
の
み
な
さ
ま

の
ご
理
解
と
と
も
に
、
町
民

の
み
な
さ
ま
と
一
丸
と
な
っ

て
「
み
ん
な
・
み
ん
な
」
で

活
力
に
満
ち
た
魅
力
あ
る
国

見
町
を
創
り
上
げ
て
い
く
こ

と
が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
ま

す
。
引
き
続
き
ご
理
解
、
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

結
び
に
、
今
年
が
み
な
さ

ま
に
と
っ
て
良
い
年
で
あ
り

ま
す
よ
う
心
よ
り
ご
祈
念
申

し
上
げ
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。

平
成
28
年
1
月

　
国
見
町
長

　

太　

田　

久　

雄
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～今月の表紙～

　毎年恒例となったあつかし
山ビッグツリー。今年は天候
にも恵まれ、点灯式では冬空
に大輪の花火が咲きました。

『国見のたからもの』№ 20

国
見
の
民
話

　

国
見
町
に
は
、
風
土
や
文
化
を
基
に
し
た
民
話
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。

　

多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
国
見
民
話
の
会
は
、地
区
に
残
る
民
話
を
編
集
・
記
録
し
ま
し
た
。

会
の
内
池
和
子
さ
ん
は
、
国
見
の
民
話
を
別
の
形
で
も
残
せ
な
い
か
と
思
い
、
家
族
と
一
緒
に
、
か
る

た
を
作
成
し
ま
し
た
。『
赤
牛
の
嫁
は
つ
か
の
め
お
し
の
さ
ん
』、『
幾
百
年
子
ど
も
を
守
る
小
坂
の
地
蔵

様
』
…
。
民
話
を
題
材
と
し
た
絵
札
と
読
み
札
は
一
枚
一
枚
手
書
き
で
丁
寧
に
仕
上
げ
ら
れ
、
子
ど
も

か
ら
大
人
ま
で
楽
し
く
親
し
み
を
持
っ
て
郷
土
の
歴
史
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

長
く
語
り
継
が
れ
て
き
た
民
話
は
、
未
来
へ
残
し
伝
え
て
い
き
た
い
町
の
た
か
ら
も
の
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
：
歴
史
ま
ち
づ
く
り
推
進
室　

☎
５
８
５
‐
２
９
６
７
】

国見町の新酒が完成しました。

　

国
見
ま
ち
づ
く
り
会
社
（
太
田
久
雄

代
表
取
締
役
）
は
、
新
酒
「
国
見
あ
つ

か
し
さ
ん
」
を
開
発
し
、新
酒
の
発
表
・

宴
の
会
が
12
月
15
日
、
観
月
台
文
化
セ

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
国
見
あ
つ
か
し
さ
ん
」
は
国
見

町
産
の
献
穀
米
「
天
の
つ
ぶ
」
を

１
０
０
％
使
用
し
、
人
気
酒
造
（
二
本

松
市
）
が
仕
込
ん
だ
日
本
酒
で
す
。
火

入
れ
タ
イ
プ
と
火
入
れ
し
な
い
生
の
純

米
吟
醸
酒
の
2
種
類
が
完
成
し
ま
し

た
。

　
「
国
見
あ
つ
か
し
さ
ん
」
発
表
・
宴

の
会
で
は
、
太
田
代
表
取
締
役
か
ら

「
震
災
復
興
へ
の
思
い
を
込
め
て
、
天

の
つ
ぶ
１
０
０
％
で
作
る
こ
と
に
こ
だ

わ
り
、上
品
な
味
に
仕
上
が
り
ま
し
た
」

と
あ
い
さ
つ
。
仕
込
み
を
行
っ
た
人
気

酒
造
株
式
会
社
の
遊
佐
勇
人
代
表
取
締

役
と
、
平
成
26
年
に
献
穀
米
に
選
ば
れ

た
「
天
の
つ
ぶ
」
生
産
の
第
一
人
者
で

あ
る
朽
木
農
園
の
朽
木
勝
之
代
表
か
ら

も
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。そ
の
後
、

鏡
開
き
が
行
わ
れ
、
出
席
者
で
新
酒
完

成
を
祝
い
ま
し
た
。
出
席
者
か
ら
は
、

「
香
り
が
良
く
お
い
し
い
」「
飲
み
口
が

良
い
」と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

新
酒
販
売
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

は
国
見
ま
ち
づ
く
り
会
社
（
☎
５
８
５

‐
２
１
３
２
）
ま
で
。

5 4



観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ル
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　

震
災
以
降
、
役
場
仮
庁
舎
と

し
て
使
用
さ
れ
、
4
年
9
カ
月

も
の
長
い
期
間
に
わ
た
り
、
使

用
規
制
さ
れ
て
い
た
観
月
台
文

化
セ
ン
タ
ー
・
ホ
ー
ル
が
12
月

13
日
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
・
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。

　

同
日
に
は
、
オ
ー
プ
ン
を
記

念
し
て
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
い

ま
し
た
。
そ
の
後
、
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
事
業
第
１
弾
と
し
て
「
第

3
回
復
興
・
絆　

和
太
鼓
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
国
見
町
か
ら
は
錦
町
太

鼓
保
存
会
が
出
演
し
、
ホ
ー
ル

に
は
和
太
鼓
の
鼓
動
が
響
き
渡

り
、
詰
め
か
け
た
多
く
の
み
な

さ
ん
と
共
に
ホ
ー
ル
の
再
開
を

祝
い
ま
し
た
。

　

12
月
19
日
に
は
、
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
事
業
第
2
弾
と
し
て
「
木

住
野
佳
子　

ｗ
ｉ
ｔ
ｈ　

 

Ｍ

ａ
ｉ
ｋ
ｏ
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
観

月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
の
シ
ン
ボ

ル
的
な
存
在
で
あ
っ
た
ピ
ア
ノ

「
ベ
ー
ゼ
ン
ド
ル
フ
ァ
ー
」
が

4
年
9
カ
月
ぶ
り
に
ホ
ー
ル
で

リニューアルした

　ホールを彩った

　　　　3ステージ

オープニングセレモニー

和太鼓フェスティバル

観月台文化センターホール再動

演
奏
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

役
場
仮
庁
舎
と
し
て
利
用
さ
れ

て
い
た
ホ
ー
ル
で
は
ピ
ア
ノ
の

適
切
な
管
理
が
困
難
だ
っ
た
こ

と
か
ら
、
東
京
で
保
管
を
し
て

い
ま
し
た
。
観
月
台
へ
戻
っ
た

ベ
ー
ゼ
ン
ド
ル
フ
ァ
ー
は
ピ
ア

ニ
ス
ト
の
木
住
野
さ
ん
と
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ニ
ス
ト
の
Ｍ
ａ
ｉ
ｋ
ｏ

さ
ん
と
共
に
満
員
の
聴
衆
の
前

で
「
た
だ
い
ま
」
と
嬉
し
そ
う

に
音
を
奏
で
て
い
ま
し
た
。

　

12
月
26
日
に
は「
川
嶋
あ
い
」

さ
ん
が
、
今
回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
事
業
の
最
後
を
締
め
く
く
り

ま
し
た
。
今
回
の
コ
ン
サ
ー
ト

は
、
被
災
地
支
援
を
続
け
る
川

嶋
さ
ん
が
、
観
月
台
文
化
セ
ン

タ
ー
の
状
況
を
聞
き
つ
け
、
全

国
ツ
ア
ー
の
一
環
と
し
て
実
現

し
た
コ
ン
サ
ー
ト
で
し
た
。

　

ア
ン
コ
ー
ル
で
は
、
南
相
馬

市
で
活
躍
し
て
い
る
中
高
生
合

唱
団
「
Ｍ
Ｊ
Ｃ
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

（
南
相
馬
ジ
ュ
ニ
ア
コ
ー
ラ
ス
・ 

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
）」
と
の
共
演

で
新
曲
「
と
び
ら
」
を
披
露
す

る
な
ど
「
天
使
の
歌
声
」
と
称

さ
れ
る
川
嶋
さ
ん
の
透
き
通
っ

た
歌
声
が
観
月
台
の
ホ
ー
ル
に

響
き
渡
り
ま
し
た
。

木住野佳子 with Maiko

川嶋あいコンサート
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冬
の
風
物
詩

　
　
ビ
ッ
グ
ツ
リ
ー
点
灯

　

今
年
で
23
回
目
と
な
っ
た

「
あ
つ
か
し
山
ビ
ッ
グ
ツ
リ
ー

点
灯
式
」
が
12
月
23
日
、
上
野

台
運
動
公
園
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

点
灯
式
で
は
「
明
日
へ
。
復

興
・
き
ず
な
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
」
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
個

人
の
部
は
、
三
の
輪
俊
幸
さ
ん

（
森
山
）、
団
体
の
部
で
は
国
見

町
商
工
会
商
業
部
会
へ
「
と
っ

て
も
す
ば
ら
し
い
で
賞
」
が
、

後
藤
邦
彦
実
行
委
員
長
か
ら
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
点
灯
式
会
場
と
観
月

台
文
化
セ
ン
タ
ー
で
は
キ
ャ
ン

ド
ル
パ
ー
テ
ィ
ー
も
行
わ
れ
ま

し
た
。
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
内

の
キ
ャ
ン
ド
ル
に
火
が
灯
さ
れ

る
と
、
県
北
中
学
校
美
術
部
デ

ザ
イ
ン
の
大
き
な
ク
リ
ス
マ
ス

ツ
リ
ー
と
く
に
み
も
も
た
ん
が

浮
か
び
上
が
り
ま
し
た
。
幻
想

的
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
な
が

ら
、
福
島
市
出
身
の
シ
ン
ガ
ー

ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
ｓ
ｈ
ｉ
ｍ
ｖ

ａ
さ
ん
の
ラ
イ
ブ
も
行
わ
れ
、

来
場
者
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

午
後
5
時
に
な
る
と
カ
ウ
ン

ト
ダ
ウ
ン
が
始
ま
り
、
点
灯
ス

イ
ッ
チ
が
押
さ
れ
る
と
、
標
高

２
８
９
メ
ー
ト
ル
の
阿
津
賀
志

山
山
頂
に
光
が
灯
さ
れ
ま
し

た
。
同
時
に
２
０
０
発
の
花
火

が
打
ち
上
げ
ら
れ
、
会
場
か
ら

は
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。
点

灯
後
に
は
、
商
工
会
青
年
部
か

ら
温
か
い
ス
ー
プ
が
ふ
る
ま
わ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ビ
ッ
グ
ツ
リ
ー
は
、
町

建
設
業
協
会
と
管
工
事
組
合
の

み
な
さ
ん
が
、
少
し
で
も
良
く

見
え
る
よ
う
配
置
を
工
夫
し
な

が
ら
設
置
し
て
い
ま
す
。
寒
風

の
中
で
の
作
業
が
ビ
ッ
グ
ツ

リ
ー
の
「
灯
」
を
支
え
て
い
ま

す
。

冬空を飾る

　　光の共演
―あつかし山ビッグツリー点灯式―

域学連携事業 ～大学生の力で

　　地域を元気にするプロジェクト～

◆域学連携という言葉を聞いたことがありますか？

　域学連携とは大学生と教員が地域に入り、地域
の住民とともに、地域づくりに継続的に取り組み、
地域の活性化及び地域の人材育成を図るものです。
　地域と大学にとって次のようなメリットがあり
ます。

◆内谷地区集落活性化事業
　　～地域課題の発見と解決に向けて～

　内谷地区（内谷東・西町内会）では、平成 26
年度から福島大学の岩崎ゼミ（指導教官：岩崎由
美子教授）の学生が、集落活性化について活動を
行ってきました。地域の課題を発見し、解決に向
けて何が必要かを考える、学生と地域住民との共
同の取り組みです。
　学生たちは、4 月の太々神楽から始まり、集落
の方との意見交換、地区の芋煮会でのインタビュー
調査、集落点検（たからもの再発見）、太々神楽の
楽人へのインタビュー調査、ごんぼっぱ餅やあん
ぽ柿、しめ縄を作り体験などを内谷地区のみなさ
んと一緒に行ってきました。
　このような活動を通して発見した「内谷の地域
課題」とそれを解決するためのアイディアを学生
が提案します。報告は年度末に開催予定の「地域
づくりカフェ」で発表されることになっています。

◆地域づくりから " まちづくり " へ…

　いろいろな地域づくりが、国見のまちづくりに
繋がります。それぞれの地域に暮らす人々が明る
く、輝いて、しあわせ感を感じて日々を過ごすこ
とができる。そんな地域づくりをしてみませんか。
　域学連携に興味がある。自分の地域でもやって
みたいなど、地域づくりに興味のある方は、企画
情報課までご相談ください。さまざまな地域づく
りを応援します。

～参加した学生の声～
・田舎での地域資源を活かした生活にあこがれる
   若者は増えている。自分もこうした暮らしをし
   てみたい。

・ごんぼっぱ栽培は耕作放棄地の活用に活かせる。
・内谷には、たくさん知るべきことがあると感じ
   ている。これからも内谷に関わっていきたい。

・山からの景色はとてもいい。眺めだけでも価値
   がある。

・太々神楽に参加している子どもたちは「かっこ
  いい」「町の文化」「責任感」など、全員が神楽に
  魅力を感じている。自分たちの伝統に誇りや魅力
  を持てる自慢できる文化だと思う。

お母さんたちへのインタビュー調査

あんぽ柿作りを体験
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住民基本台帳の閲覧状況についてお知らせします
　住民基本台帳の閲覧については、個人情報保護に対する意識が高まり、「住民基本台帳法の一部を改正する
法律」が平成 18 年 11 月１日から施行され、公用及び公益性が高いと認められる場合に限定されています。
　また、住民基本台帳法の規定に基づき年に一度、住民基本台帳の閲覧状況を公表しています。（住民基本台
帳法第 11 条第 3 項、同法第 11 条の 2 第 12 項、住民基本台帳法の一部の写しの閲覧及び住民票の写し等の交
付に関する省令第 3 条）平成 27 年 1 月 1 日から平成 27 年 12 月 31 日までの閲覧状況は次のとおりです。

１．人件費の状況（平成 26 年度普通会計決算）
住民基本台帳人口 H27.3.31 歳出総額（A） 実質収支 人件費（B） 人件費率（B/A）

9,729 人 10,564,990 千円 477,142 千円 1,045,372 千円 9.89％
※普通会計とは、水道事業会計など公営企業会計等を除く一般会計を主とする会計をいいます。

※人件費には、一般職の給与の外、特別職（町長等、議会議員、非常勤の特別職）及び嘱託員に支

　給される報酬等を含みます。

２．職員給与費の状況（平成 26 年度普通会計決算）
職員数
（Ａ）

給与費 1 人当りの
給与費（B/A）給　料 職員手当 期末・勤勉手当 計（Ｂ）

105 人 337,261 千円 93,232 千円 124,957 千円 555,450 千円 5,290 千円
※職員手当に退職手当は含みません。

３．職員の平均給料及び平均年齢

区　分 国見町 福島県
平均給料月額 平均年齢 平均給料月額 平均年齢

一般行政職 311,900 円 39.6 歳 336,500 円 42.9 歳
※一般行政職とは、資格職等を除く職員をいいます。

４．職員の初任給及び経験年数別給料月額の状況

区　分 初任給 経験年数
10 年 20 年

一般行政職 大学卒 186,000 円 263,900 円 366,100 円
高校卒 150,800 円 221,900 円 311,600 円

※経験年数とは、卒業後直ちに採用された場合は採用後の年数を、採用前に民間歴などがある場合

　は、その期間を換算し採用後の年数に加算した年数をいいます。

５．一般行政職の級別職員数
区　分 1 級 2 級 3 級 4 級 5 級 6 級 合計標準的な職務 主事 主事 主査 主任主査 課長・主幹 総務課長・参事

職員数（人） 9 15 13 31 12 3 83
構成比（％） 10.8 18.1 15.7 37.3 14.5 3.6 100.0

◆住民基本台帳の閲覧状況　　　　　　　　　　      

◆住民基本台帳の一部写しを閲覧することができる場合は、次のとおりです。
①国や地方公共団体の機関が法令で定める事務を行う場合
②統計調査・世論調査、学術研究など調査研究で公益性の高いと認められるもの
③公共的な団体が行う地域住民の福祉の向上となる活動で公益性が高いと認められるものの実施
④訴訟の提起などに使用する場合 
※営利目的の場合は、閲覧できません。
◆問い合わせ　住民生活課戸籍係　☎ 585-2115      

町
職
員
の
給
与
等
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　

平
成
27
年
4
月
1
日
現
在
の
「
地
方
公
務
員
給
与
実
態
調
査
」
な
ど
を
基
に
し
た

町
職
員
の
給
与
等
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

閲覧年月日 閲覧した団体などの名称（敬称略） 請　求　理　由 閲覧した範囲

6 月 17 日 内閣府大臣官房政府広報室長 インターネット上の安全・安心に関する世論調
査に関する照会対象者の抽出 大字藤田地区

10 月 21 日 自衛隊福島地方協力本部長 自衛官募集に伴う広報適齢者の抽出 全地区

農業委員会の動き
　12 月 18 日に定例総会が開催され、次のとおり
確認されました。

・農地所有権移転　　　　　　　2 件
・農地使用貸借　　　　　　　　1 件
・農地転用　　　　　　　　　　2 件
・農地合意解約　　　　　　　　4 件
・農用地利用集積計画の決定
・農用地利用配分計画（案）について
・平成 28 年度国見町農業政策に関する建議につい
   て
　
　1 月の農業委員会定例総会は次のとおりです。
傍聴においでください。
◆日　時　1 月 20 日水　午後 1 時 30 分から
◆場　所　国見町役場　大会議室
◆問い合わせ　農業委員会事務局　☎ 585-2890

農業政策に関する建議
　国見町農業委員会（朽木勝之会長）は 12 月 18 日、

「平成 28 年度農業政策に関する建議」を太田久雄
町長へ提出しました。
　国見町の基幹産業である農業が、有望で今後も
恒久的に持続可能な職業の一つになるよう農業委
員会が取りまとめた意見を建議したものです。

【建議の内容】
◆農産物の風評被害対策について◆里まち文化ス
テーションについて◆農業後継者、担い手支援に

6．職員手当の状況

時間外

勤務手当

正規の時間を超えて勤務したときに支給される手当です。
平成 26 年度総支給額（選挙手当を除く）69,046 千円
職員 1 人当り 690 千円（年額）

期末勤勉

手　　当

区分 6 月期 12 月期 合計
期末手当 1.225 月分 1.325 月分 2.55 月分

勤勉手当 0.75 月分 0.75 月分 1.50 月分

制度上の段階、職務の級による加算措置あり。
平均支給月数は平成 27 年 12 月 1 日現在です。

退職手当

区分 勤続 20 年 勤続 25 年 勤続 35 年 最高限度
自己都合 20.445 月分 29.145 月分 41.325 月分 49.59 月分

定年・勧奨 25.556 月分 34.582 月分 49.59 月分 49.59 月分

特殊勤務

手　　当

危険・困難・不快・不健康な業務に従事す
る職員に対して支給される手当です。
手当の種類：8 種類、代表的な手当 : 徴税職
員等手当

扶養手当

配偶者 13,000 円、扶養親族それぞれ 6,500
円（ただし、配偶者のいない職員の扶養親
族のうち 1 人は 11,000 円）、扶養親族のう
ち満 16 歳の年度初めから満 22 歳に達した
年度末までの子供につき月額 5,000 円を加
算（月額）

住居手当
借家・間借　月額 9,500 円を超える家賃
を払っている職員に対し、月額 100 円～
27,000 円

通勤手当
2 ～ 4km 未満 2,700 円、4 ～ 6km 未満 4,000 円 
6 ～ 8km 未満 5,400 円、8 ～ 10km 未満 6,700 円
80km 以上　58,000 円（いずれも月額）

7．特別職等の報酬など
給料（報酬）月額 期末手当

町　長 761,000 円 議　長 338,000 円   6 月期　1.40 月分

12 月期   1.55 月分　

合計  　2.95 月分

副町長 608,000 円 副議長 254,000 円

教育長 570,000 円 議　員 228,000 円

※期末手当の月数は平成 27 年 4 月 1 日現在です。

8．部門別職員数の状況 （地方公共団体定員管理調査に基づく人数で全職員数です）※特別職は含まない。

部　門
一般行政部門 特別行政 公営企業等

合計議会 総務 企画
商工 税務 民生 衛生 農林 土木 合計 教育 水 道・ 下 水

道その他
平成 26 年度 2 20 10 9 12 9 7 8 77 21 14 112
平成 27 年度 2 20 16 9 13 10 9 7 86 19 11 116

増　減 0 0 6 0 1 1 2 △ 1 9 △ 2 △ 3 4

※増減の主な理由は、組織機構の見直しによるものです。
※条例上の定数は 121 人です。

ついて◆農村の振興
と活性化について◆
鳥獣被害防止対策に
ついて◆遊休農地解
消対策について◆農
業委員会体制並びに
機能強化について
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住宅除染実施件数について
　住宅除染が完了したことに伴い、方部ごとの最
終的な件数等について、次のとおりお知らせいた
します。

住宅除染の実施件数総括表

方部
除染対象

件　数

作業内容
事前モニタ
リングのみ

三者打合せ
　  まで 除染実施

藤田方部 1,446 件 89 件 7 件 1,335 件
小坂方部 629 件 15 件 2 件 606 件

森江野方部 488 件 6 件 5 件 475 件
大木戸方部 355 件 2 件 4 件 342 件

大枝方部 200 件 3 件 2 件 192 件

合計 3,118 件
115 件 20 件 2,950 件

3,085 件
※所有者の意向により、除染を実施しなかった件数　33 件

住宅除染の効果について　
　空間線量率が 44％減少へ地表面は 60％の減少　

　住宅除染を実施した 2,950 件を対象とした空間線量
率の変化（低減率）を調べた結果、減少率が次のとお
りとなりました。
　地上から高さ 1 ｍ地点の空間線量率では、除染前の
平均が 0.28 μ SV/h、除染後の平均は 0.16 μ SV/h と
43.8％減少しました。地表面では除染前の平均が 0.37
μ SV/h、除染後の平均は 0.15 μ SV/h と 60.2％減少し
ました。

                                                                                                                       　                               　【単位：μ SV/ ｈ】

件　数
空間線量率（地上 1 ｍ） 表面線量率（地上 1 ｃｍ）

除染前 除染後 減少率 除染前 除染後 減少率
全 体 平 均 2,950 件 0.28 0.16 43.8% 0.37 0.15 60.2%

方

部

別

藤田方部 1,335 件 0.28 0.16 43.1% 0.40 0.15 61.9%
小坂方部 606 件 0.35 0.18 47.3% 0.45 0.17 63.2%

森江野方部 475 件 0.29 0.16 44.9% 0.35 0.14 58.4%
大木戸方部 342 件 0.26 0.14 45.9% 0.31 0.13 57.4%

大枝方部 192 件 0.24 0.15 36.7% 0.32 0.15 54.1%

全量全袋検査が終了
　すべての米が測定下限値以下

　 　福島県産米の安全性の確保と一層の信頼向上のため、すべての米を対象とした全量全袋検査は終
了しました。今年で 4 年目を迎え、国見町内産を中心に全 64,984 袋（30kg 詰）の検査では、基準と
なるスクリーニングレベル 60Bq/kg を超える米は無く、安全性が高いことが確認されました。検査
にご協力いただきましたみなさまへ御礼申し上げます。

→除染前

除染後

・代表者　斎藤　謙司
・活動日　毎週日曜日
・主な活動場所　観月台文化センター体育館
・会員数　 15 人
・会　費　 なし 

−プロフィール−
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　ラフランス

くにみ幼稚園

大沼　泰雅

村上　璃子

に
活
動
し
て
い
ま
す
。
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、
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ン
バ
ー
が

少
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く
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ラ
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と
練
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し
て
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す
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私
た
ち
は
毎
週
日
曜
、
某
長

寿
ア
ニ
メ
が
放
送
さ
れ
て
い
る

時
間
か
ら
練
習
を
始
め
ま
す
。

練
習
に
は
、
社
会
人
だ
け
で
な

く
学
生
に
も
参
加
し
て
も
ら

い
、と
て
も
助
か
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て
い
ま
す
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こ
の
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ム
に
関
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た
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、
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ん
な
の
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ラ
ス
に
な
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ら
嬉
し
い
で
す
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そ
し

て
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っ
ぱ
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ケ
は
お
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！

　　

今
月
は
、
今
年
の
伊
達
地
方

ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
種
目
で
優
勝
し
た
「
ラ

フ
ラ
ン
ス
」
を
紹
介
し
ま
す
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私
た
ち
ラ
フ
ラ
ン
ス
は
今
年

で
発
足
6
年
目
と
な
る
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
で
す
。

現
在
、
20
歳
代
半
ば
の
メ
ン

バ
ー
が
多
く
、
ア
グ
レ
ッ
シ
ブ

髙橋　旺我

四家　侑磨
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▼ 12 月 5 日　くにみ幼稚園生活発表会

▲ 12 月 12 日　藤田保育所クリスマス会

歯っぴいライフ 8020
　　表彰者インタビュー Vol.2

　平成 27 年度第 24 回歯っぴいライフ 8020
で認定を受けた方を先月号に引き続き紹介し
ます。

佐
さ く ま ま こ と

久間信さん　（80 歳）

★朝晩きちんと歯を磨く
　　歯を磨かないことはありません。毎日、丁寧に磨きます。20 年間くらい電動歯
　ブラシを愛用しています。
★運動するよう心掛ける
　　少し前に膝を痛めるまでは毎日運動していました。膝を痛めてからは筋力を鍛
　えるトレーニング機材を活用して、膝に負担をかけないように運動しています。

紺
こ ん の

野アヤ子さん　（83 歳）

★甘いものをあまり食べない
　　若い頃は砂糖が貴重品で、甘いものをあまり食べられなかったため、大人になっ
　ても食べる習慣がつかなかったのだと思います。
★朝晩きちんと歯を磨く
　毎日歯磨きは欠かしません。朝晩は必ず磨きます。

国見町青少年育成
　町民会議奨励金交付

　 髙
た か は し か つ み

橋勝美さん　（80 歳）

★寝る前に丁寧に歯を磨く
　　寝る前には必ず磨いています。磨き方は自己流ですが、自分で順番を決めて全
　部の歯を磨くように工夫しています。
★早めに歯医者に行く
　　若い頃から、ひどくなるまえに歯医者に行くように心がけていました。

　80 歳を過ぎても歯が 20 本残っているみなさんは、お元気でイキイキしていて、とても素敵でした。
みなさん最初は「特別何もしていない。」と言いますが、詳しくお話を伺うと、それぞれ工夫して様々
なことに取り組んでいることがわかりました。その意識の高さが健康（健口）につながっているのか
もしれません。
　みなさんもこの機会に、自分の健康（健口）を見直してみてはいかがでしょうか？

【平成 27 年度福島県高等学校新人体育大会出場】
　ウエイトリフティング：本多昂稀（高 1）
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贅沢なひととき…

優雅に楽しく 
　幸せ感じる♡ティーパーティー
　アフタヌーン・ティーパーティーが 12 月 12 日、奥山家住
宅で開催されました。参加者は重厚感あふれる洋館の一室で、
紅茶の先生から英国式の作法や文化を聞きながら優雅なひと
ときを過ごしました。「クリスマスティー」をはじめとした紅
茶や美味しいお菓子が振る舞われ、参加者は一足早いクリス
マス気分に浸りながら、楽しい時間を過ごしました。

　太田久雄町長は 12 月 1 日、財務省田中一穂事務次官や世耕
弘成内閣官房副長官などを訪問し、それぞれ懇談及び要望書
の提出を行いました。
　その中で国道 4 号拡幅は、大雪時の交通混雑の緩和及び、
建設中の道の駅との連携に欠かせない事業であることから、
道の駅の予算確保とあわせて事業推進を要望しました。

　年末年始における事件事故防止活動出動式が 12 月 10 日、
福島北警察署桑折分庁舎で行われました。
　国見・桑折両町の交通・防犯団体関係者が出席し、年末年
始の事件事故防止に向けて誓いを新たにしました。出動式終
了後には桑折町のダイユーエイトやブイチェーンで街頭啓発
を行い、買い物客へ交通安全や防犯の推進を呼びかけました。

年末年始における
　事件事故防止活動出動式

出動式の様子

　国見町緑化推進委員会が主催する「ファミリー緑の教室」
が 12 月 6 日、観月台文化センターで開かれました。
　今年のクラフトは町産スギ間伐材のテーブルで、参加した
14 家族は、ペンや彫刻刀でオンリー１のオリジナルテーブル
を組み立てました。中には子どもより一生懸命になる保護者
もいて、会場内は賑やかな声と木づちの音が響いていました。

木と森の大切さ、役割を学ぶ
　ファミリー緑の教室～木ずな作り～

田中事務次官へ要望書を手渡す太田町長

木工って楽しい！

太田町長が
　国道 4 号拡幅事業推進などを要望

おいしいあんぽ柿いかがですか？

おいしい
　あんぽ柿やりんごをＰＲ
　町では原発事故による風評被害の払拭と町の特産品のＰＲ
のため 12 月 1 日、東京都「日本橋ふくしま館ＭＩＤＥＴＴＥ

（ミデッテ）」でトップセールスを行いました。
　トップセールスには太田久雄町長をはじめ青年農業者の渋
谷憲道さん、阿部郁さん、ミスピーチやくにみももたんも参
加し、旬を迎えるあんぽ柿やりんごのおいしさを伝えました。

一斉に雑巾がけスタート！

1 年間の
　感謝の気持ちを込めて
　国見ミニバスケットボールスポーツ少年団（冨永一宜団長）
は 12 月 26 日、上野台運動公園の体育館を大掃除しました。
　1 年間練習でお世話になった体育館のトイレや更衣室、窓ガ
ラスなどを団員や保護者のみなさんが、隅々まで心をこめて
清掃しました。きれいになった体育館で新年から気持ち新た
に練習が行われます。

　国見町赤十字奉仕団と国見町社会福祉協議会は 12 月 25 日、
町内の一人暮らしの高齢者へおせち料理の宅配を行いました。
　この日は、赤十字奉仕団員約 30 人が、約 180 個のおせち料
理を作り、各地区の民生児童委員が、一人暮らしのみなさん
の元気な姿を確認しながら各世帯へ届けました。

心温まる
　おいしいおせち料理の宅配

おせちを食べて良い年になりますように

　くにみももたん広場クリスマス会が 12 月 25 日、多くの子
どもたちの参加により行われました。
　クリスマス会では、子どもたちと太田久雄町長のじゃんけ
ん大会が行われ、勝者には太田町長からプレゼントが手渡さ
れました。くにみももたんとサンタクロースもサプライズで
登場し、一人一人にプレゼントを渡しました。

サンタクロースも登場
　くにみももたん広場クリスマス会

車いすを手渡す松浦会長（右から 3 人目）

みんなでメリークリスマス

笑顔いっぱいのケーキ作り

オリジナルの
　クリスマスケーキ作り

　仮設住宅入居者は 12 月 18 日、クリスマスケーキ作りを上
野台仮設住宅談話室で行いました。
　参加者は、準備されたケーキのスポンジにクリームを塗り、
イチゴやキウイフルーツなどたくさんのフルーツを並べてデ
コレーションし、オリジナルのケーキを作りました。自分で
作ったケーキの味は格別で、おいしくいただきました。

車いすを贈呈
　国見ライオンズクラブ　

　国見ライオンズクラブ（松浦知弘会長）はＮＰＯ法人まご
ころサービス国見センターへフルリクライニング車いすを寄
贈し、贈呈式が 12 月 22 日、商工会会議室で行われました。
　贈呈式では、松浦会長から髙橋修一理事長へ車いすが手渡
され「介護が必要な方へ役立ててください」とあいさつがあ
りました。
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●　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　●　

＊＊＊乳児健診＊＊＊
該当児 実施日 受付時間 会場

・3 か月児（平成 27 年 11 月生まれ）
・9 か月児（平成 27 年 5 月生まれ）

3 月 24 日木
午後 1 時 15 分から
　　午後 1 時 45 分

観月台文化センター
第 1 和室

【健診内容】　医師の指導、身体測定、調乳、離乳、予防接種などについて
　　　　　　9 か月児は、歯科衛生士による歯に関するお話も予定しています。

《持参するもの》　母子健康手帳を忘れずに！　　　　　

＊＊＊ニコニコ相談会＊＊＊
対象者 実施日 実施時間 会場

国見町在住の妊婦
国見町在住の乳幼児及びその保護者

3 月 2 日水
午前 10 時から　　
　　午前 11 時 30 分

観月台文化センター
第 1 和室

【実施内容】　身体計測、栄養相談、子育て相談等について保健師、栄養士がお待ちしております。
《持参するもの》　母子健康手帳、お子さんの飲み物（水筒にいれて）を忘れずに！
《申し込み方法》　前日まで保健福祉課に電話でお申し込みください。　　　　　

高齢者肺炎球菌感染症定期予防接種について

●　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　●　

＊＊＊ 1 歳 6 か月児健診＊＊＊
該当児 実施日 受付時間 会場

平成 26 年 6 月 23 日から
平成 26 年 8 月 31 日生まれの幼児

3 月 15 日火
午後 1 時 15 分から
　　午後 1 時 30 分

観月台文化センター
大研修室

【健診内容】　内科と歯科の医師の診察、歯科衛生士による歯みがき指導、生活保健指導、身体測定を行い
　　　　　　ます。
　　　　　　心理判定員による相談・指導…子育てに関する不安や悩み等、お気軽にご相談ください。
　　　　　　栄養指導（おやつの試食）もあります。
　　　　　　健診該当者には後日健診票を郵送します。

《持参するもの》　母子健康手帳を忘れずに！　　　　　

※会場に注意してください。

　平成 26 年 10 月 1 日から高齢者の肺炎球菌ワクチンが定期の予防接種になりました。平成 27 年度
対象となる方へは 4 月中旬にお知らせしています。接種を希望される方は平成 28 年 3 月 31 日まで
が接種期間となりますので早めに受けるようにしましょう。

●平成 27 年度対象者　
65 歳 　昭和 25 年 4 月 2 日から昭和 26 年 4 月 1 日生まれ
70 歳 　昭和 20 年 4 月 2 日から昭和 21 年 4 月 1 日生まれ
75 歳 　昭和 15 年 4 月 2 日から昭和 16 年 4 月 1 日生まれ
80 歳 　昭和 10 年 4 月 2 日から昭和 11 年 4 月 1 日生まれ
85 歳 　昭和   5 年 4 月 2 日から昭和    6 年 4 月 1 日生まれ
90 歳 　大正 14 年 4 月 2 日から大正 15 年 4 月 1 日生まれ
95 歳 　大正   9 年 4 月 2 日から大正 10 年  4 月 1 日生まれ

100 歳 　大正   4 年 4 月 2 日から大正    5 年 4 月 1 日生まれ
　接種時点において 60 歳以上 65 歳未満の方で、心臓・腎臓・
呼吸等に慢性で重い障害があり、身体障害者手帳 1 級に相当す
る方

※過去に肺炎球菌ワクチンを接種し
　た方は対象になりません。左記対
　象者でも町データで接種歴がある
　方へはお知らせしていません。
※平成 27 年度から平成 30 年度は
　各年度に 65 歳・70 歳・75 歳・80 歳・
　85 歳・90 歳・95 歳・100 歳にな
　る方が対象者となります。

健康コラム

保健福祉課　保健係　☎ 585-2783
E-mail:hoken@town.kunimi.fukushima.jp　

食生活改善推進員募集 !!
　食生活改善推進員は、食や栄養について一緒に学習したり、地域のみなさんにもお伝えするなど「私
達の健康は私達の手で」をスローガンに食生活を通して健康づくりをすすめる活動をしているボラン
ティアです。
　現在 10 名が活躍中です。食生活や健康づくりに興味のある方を随時募集しています。（問い合わせ・
申込みは保健福祉課保健係まで）

体重は心と体のバロメーター
　体重の増減は、ストレスや生活の状況などを反映します。体重が増えているときはストレスで間
食が増えていたり、過度の飲酒や運動不足、睡眠不足のことが多いもの。思い当たることがないのに
徐々に体重が減っているときは、病気が隠れていることも。
　体重をバロメーターとして生活を見直しましょう。

ポイント１　　朝と夜、2 回測定

～食生活改善推進員の主な活動～
●くにみ幼稚園での食育指導
● 1 歳 6 か月児健診時でのおやつ作り
●生活習慣病予防料理教室の開催　など

幼稚園食育指導の様子

　 　朝晩の 2 回計測することで、増減の仕方から、自分の生活と体重との関係が見えてきます。でき
れば 100g 単位で表示できる体重計を使いましょう。

ポイント２　　目標体重を決める

　　自分の目標体重を決めましょう。健康的なダイエットは 1 カ月 1㎏が目標です。その体重に近づ
　くには、生活習慣でどこを変えると効果的か考えてみましょう。

ポイント３　　毎日体重計に乗る

　　忙しくて記録をつける気力がないときも、体重計には毎日乗るようにしましょう。朝晩体重計に
　乗って自分の体重を確認するだけで、健康づくりに効果があります。
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市
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「心配ごと相談」
  　 開催日　  2 月 12 日金、25 日木

   　時　間 　 午前 9 時から正午

   　場　所 　 観月台文化センター第 2 和室

   　相談員  　民生児童委員

 「障がい者相談」
        開催日　2 月 16 日火　

        時　間　午前 10 時から午後 4 時

        場　所　役場庁舎　中会議室【北側】

        相談員　NPO 法人「ひびきの会」

※秘密は厳守いたします。費用はかかりません。予約制ではありません。お気軽にご来場ください。
◆問い合わせ　保健福祉課社会福祉係　☎ 585-2793

お
知
ら
せ

2 月の
相談会

　　
　　人口　　  9,627 人　（△ 22）
　　  男　　    4,636 人　（△ 7）
     　 女　         4,991 人　（△ 15）　
　    世帯　  　3,405 世帯（+ 2）
   ※ 広報くにみでは住民基本台帳
　　人口を掲載しています。   

人口と世帯（平成 27 年 11 月 30 日現在）

　毎週木曜日は住民生活課戸籍係窓口業務を
午後 7 時まで延長しています

≪窓口延長の日≫　 1 月 14 日、21 日、28 日
　　　　　　　　     2 月    4 日、  18 日、25  日
≪交付できる証明書等≫住民票・戸籍証明書、印鑑登録証明
書の交付、印鑑登録、戸籍の届出

※取扱いできない手続き　転入・転出・転居等の住所異動の　
　届出、税証明書等の交付はできません。
※詳しくは、戸籍係までお問い合わせください。
問住民生活課戸籍係　☎ 585-2115

戸籍の窓口からのお知らせ　掲載を希望されない方は、届出の際
にお申し出ください。

●おくやみ申し上げます●

戸 籍 の 窓 口
11 月 21 日～ 12 月 20 日受付分

●誕 生 お め で と う ●　

 広報くにみに掲載された写真を希望する方は、総務課

☎ 585-2111（代表）までご連絡ください。

秋場　優
ゆ う り

季ちゃん
克彦さん　千恵さん （ 宮 町 北 ）
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８
０
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付
時
間　

月
曜
か
ら

金
曜
日
【
来
所
】
午
前
9
時
か

ら
午
後
4
時
【
電
話
】
午
前
8

時
30
分
か
ら
午
後
5
時

▼
受
付
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６
０

国
民
年
金
の
第
一
号
被

保
険
者
の
み
な
さ
ま
へ

　

国
民
年
金
基
金
は
、
自
営

業
・
農
業
な
ど
の
国
民
年
金
の

第
一
号
被
保
険
者
の
方
々
が
ゆ

と
り
の
あ
る
老
後
を
過
ご
せ
る

よ
う
、
国
民
年
金
に
上
乗
せ
す

る
公
的
な
年
金
制
度
で
す
。

　

加
入
で
き
る
の
は
、
国
民
年

金
に
加
入
し
て
い
る
20
歳
以
上

60
歳
未
満
の
方
お
よ
び
60
歳
以

上
65
歳
未
満
で
国
民
年
金
に
任

意
加
入
し
て
い
る
方
で
す
。

　
「
一
生
涯
受
け
取
る
終
身
年

金
」
が
基
本
で
す
の
で
、
長
い

老
後
に
備
え
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
掛
金
は
「
全
額
社
会
保
険

料
控
除
」、
受
け
取
る
年
金
は

「
公
的
年
金
等
控
除
」
の
対
象

と
な
り
、
税
制
面
で
優
遇
さ
れ

ま
す
。

　

万
が
一
早
期
に
亡
く
な
っ
た

時
、
家
族
に
「
遺
族
一
時
金
」

が
支
給
さ
れ
ま
す
の
で
、
掛
け

捨
て
に
な
り
ま
せ
ん
。（
B
型

掛
金
を
除
く
）加
入
は
任
意
で
、

様
々
な
年
金
タ
イ
プ
か
ら
現
在

の
状
況
や
将
来
設
計
に
あ
わ
せ

て
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
福
島
県
国
民
年
金
基
金
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０
１
２
０
‐
６
５
‐

４
１
９
２

所
得
税
・
住
民
税
の
申

告
相
談

　　

平
成
27
年
分
所
得
税
確
定
申

告
及
び
平
成
28
年
度
住
民
税
申

告
相
談
を
行
い
ま
す
。

　

詳
細
は
、
1
月
中
旬
に
配
布

予
定
の
「
申
告
相
談
の
お
知
ら

せ
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
期
間　

2
月
12
日
金
か
ら
3

月
15
日
火（
土
日
祝
日
を
除
く
）

▼
会
場　

国
見
町
役
場
2
階
大

会
議
室

問
税
務
課
課
税
係

☎
５
８
５
‐
２
７
７
８

佐藤　テルさん 88 （ 第 １ ２ ）
志村　ミヨさん 83 （ 高 城 ）
佐藤　ツネさん 92 （石母田表）
宗川　竹志さん 78 （山崎宮舘）
佐野榮三郎さん 72 （ 第 ８ ）
実沢　タカさん 97 （ 第 ３ ）
髙野　久吉さん 81 （ 鳥 取 ）
佐藤ハル子さん 79 （ 太 田 川 ）
西元　正義さん 75 （ 板 橋 南 ）
後藤　　一さん 83 （ 第 ９ ）
佐藤　　一さん 88 （ 前 田 ）
本田　幸二さん 77 （ 大 町 南 ）
羽根　福子さん 83 （ 錦 町 ）

●結 婚 お め で と う ●　

鈴木　広人さん
髙橋　　望さん （ 滝 山 ）

大栗　行貴さん
三村　知子さん （藤田宮前）

鈴木　菜
な み

心ちゃん
康寛さん　聖心さん （ 本 町 ）

岡崎　晴
は る

琉ちゃん

（ 駅 前 ）岡崎　宇
う た

唄ちゃん
順さん　奈緒美さん
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行事のお知らせ

一
足
先
に
ク
リ
ス
マ
ス
気
分

　
こ
ど
も
ま
つ
り

　

ク
リ
ス
マ
ス
行
事
と
し
て
毎

年
開
催
し
て
い
る
こ
ど
も
ま
つ

り
を
12
月
12
日
、
観
月
台
文
化

セ
ン
タ
ー
で
、
幼
稚
園
年
長
児

か
ら
小
学
校
6
年
生
ま
で
75
人

と
地
域
の
サ
ー
ク
ル
の
み
な
さ

ん
な
ど
34
人
が
参
加
し
、
行
い

ま
し
た
。

　
「
人
形
劇
サ
ー
ク
ル
エ
プ
ロ

ン
」
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
か

ら
始
ま
り
、
人
形
劇
の
鑑
賞
、

「
よ
み
き
か
せ
み
み
ず
く
」
に

よ
る
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、「
国

見
民
話
の
会
」
に
よ
る
ビ
ー
ズ

ブ
ロ
ー
チ
作
り
、
国
見
っ
子
わ

ん
ぱ
く
広
場
指
導
員
に
よ
る
ク

ラ
ッ
カ
ー
づ
く
り
、
紙
ト
ン
ボ

づ
く
り
や
紙
ホ
イ
ッ
ス
ル
づ
く

り
を
体
験
。
そ
の
ほ
か
、
積
み

木
遊
び
や
陣
取
り
遊
び
、
マ
ン

カ
ラ
ゲ
ー
ム
な
ど
子
ど
も
た
ち

は
自
由
に
好
き
な
場
所
で
好
き

な
遊
び
を
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。

　

5
・
6
年
生
は
、
杉
崎
一
江

先
生
と
く
に
み
女
性
教
室
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ん
の
指
導

に
よ
る
ス
ノ
ー
ボ
ー
ル
（
雪
玉

ク
ッ
キ
ー
）
作
り
を
体
験
。
一

口
大
の
ク
ッ
キ
ー
に
子
ど
も
た

ち
は
「
サ
ク
サ
ク
し
て
お
い
し

い
！
」
と
満
足
顔
で
し
た
。

　

参
加
者
に
は
、
女
性
教
室
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ん
に
よ

落とさないように、つかむ！

る
手
作
り
お
菓
子
も
プ
レ
ゼ
ン

ト
さ
れ
、
地
域
の
大
人
と
子
ど

も
た
ち
と
の
楽
し
い
交
流
の
ひ

と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

1 月 9 日 土 国見町子ども司書講座③
10 日 日 国見町成人式
13 日 水 子ども移動図書館（3 年生）
14 日 木 子ども移動図書館（2 年生）
16 日 土 子ども和楽器体験教室⑨

みみずく　おはなし会
19 日 火 子ども移動図書館（1 年生）
20 日 水 くにみ女性教室
21 日 木 子ども移動図書館（3 年生）
22 日 金 3 学級合同学習会
23 日 土 国見っ子わんぱく広場

子ども和楽器体験教室⑩
国見町子ども司書講座④

26 日 火 子ども移動図書館（2 年生）
28 日 木 子ども移動図書館（1 年生）

ブックスタート
30 日 土 子ども和楽器体験教室⑪

文化財講演会
2 月 1 日 月 休館日

6 日 土 若い芽の集い
7 日 日 町長杯囲碁将棋大会一口ってこのくらいかな？

楽
し
く
お
話
聞
け
ま
し
た
！

　
阿
津
賀
志
学
級

　

阿
津
賀
志
学
級
の「
お
話
会
」

が
12
月
3
日
、
観
月
台
文
化
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
6
人
の

話
し
手
が
そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
味

を
発
揮
し
た
お
話
を
披
露
し
ま

し
た
。

　

菅
井
昭
子
さ
ん
か
ら
は
「
昔

話　

わ
し
の
宮
」、
高
橋
不
二

子
さ
ん
か
ら
は
「
知
っ
て
得
す

る
話
」、
中
村
洋
平
さ
ん
か
ら

は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
朝
ド
ラ
マ
「
朝

が
来
た
」
の
中
か
ら
福
島
県
と

の
関
係
の
あ
る
話
な
ど
、
た
め

に
な
る
話
、笑
い
を
誘
う
話
で
、

み
な
さ
ん
十
分
に
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。

お話しする中村洋平さん

ホール情報

　
「
落
語
を
聞
く
会
」
が
12
月

11
日
、
観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー

第
一
和
室
で
開
催
さ
れ
、
約
70

人
が
参
加
し
ま
し
た
。　

　

出
演
者
は
「
ふ
く
し
ま
素
人

落
語
の
会
」
の
7
人
で
、
今
年

は
女
性
の
方
の
出
演
も
あ
り
ま

し
た
。

　

学
級
生
の
み
な
さ
ん
か
ら
は

「
落
ち
」
が
語
ら
れ
る
度
に
大

き
な
声
で
笑
う
姿
が
見
ら
れ
ま

し
た
。
笑
い
で
一
年
の
締
め
く

く
り
が
出
来
ま
し
た
。

　ＮＨＫ「おかあさんといっしょ」でおなじみの「ム
テ吉、ミーニャ、メーコブ」と、うたのおねえさん
による楽しいステージです。
※「おかあさんといっしょ」に出演している、うた
　のおねえさんではありません。また、番組の収録
　はありません。

【日時】　2 月 11 日（木・祝日）1 日 2 回公演
　　　　1 回目　午後 1 時開演（午後 2 時 10 分終演）
　　　　2 回目　午後 3 時 30 分開演（午後 4 時 40
　　　　　　　　分終演）

【申込み方法】　観覧は無料ですが、事前申込みが必
要です。ＮＨＫホームページまたは携帯サイトの専
用フォームからお申込みください。
◆ＰＣ・スマホサイト　http://nhk.jp/fukushima
◆携帯サイト　メニュー→ＴＶ→ＮＨＫ→地域→福
　　　　　　　島放送局→イベント

【締切】　1 月 20 日水　午後 11 時 59 分まで

真
ま ち あ

知亜＠ nakama．
三井住友海上文化財団派遣コンサート

【出演者】　齋藤真知亜（ヴァイオリン）、坂口弦太郎
　　　　　（ヴィオラ）、　市　寛也（チェロ）、安宅
　　　　　薫（ピアノ）

【日時】　3 月 13 日日午後 2 時開演（午後 1 時 30 分 
　　　　開場）

【入場料】　全席指定　一般 1,000 円（当日 1,500 円）
　　　　　　　　　　学生　500 円（当日 1,000 円）
※本コンサートは（公財）三井住友海上文化財団の
　助成により低料金に設定しています。

【前売り券】　1 月 8 日金午前 9 時から観月台文化セ
　　　　　　ンターで販売
※未就学児の入場はご遠慮下さい。

　ＮＨＫ交響楽団第一
ヴァイオリン奏者・フォ
アシュピーラーの齋藤
真知亜が、ヴァイオリ
ンをはじめとした “ 楽
器の魅力 ” をお伝えし
ます。

〈楽器の魅力〉

ポコポッテイト小劇場
おかあさんといっしょ宅配便観月台文化センター

年
忘
れ
落
語
を
聞
く
会

　
三
学
級
合
同
学
習

国
見
Ａ
、
準
優
勝
に
輝
く
！

　
伊
達
地
方
一
周
駅
伝
競
走
大
会

　
「
第
34
回
伊
達
地
方
一
周
駅

伝
競
走
大
会
」
が
12
月
6
日
、

川
俣
町
か
ら
伊
達
市
保
原
町
ま

で
の
12
区
間
50
・
0
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
の
コ
ー
ス
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

当
町
か
ら
は
2
チ
ー
ム
が
出

場
し
、
国
見
Ａ
チ
ー
ム
は
第
1

区
の
髙
橋
香
澄
選
手
、
第
8
区

の
酒
井
透
選
手
、
第
12
区
の
山

田
哲
也
選
手
が
区
間
賞
を
獲
得

す
る
健
闘
で
準
優
勝
に
輝
き
ま

し
た
。
国
見
Ｂ
チ
ー
ム
も
選
手

た
ち
が
懸
命
に
タ
ス
キ
を
つ
な

ぎ
8
位
で
完
走
を
果
た
し
ま
し

た
。

　

力
の
限
り
駆
け
抜
け
る
選
手

た
ち
の
雄
姿
に
、
沿
道
か
ら
大

き
な
声
援
が
送
ら
れ
ま
し
た
。 おあとがよろしいようで栄光のゴール

©H.Ikezawa
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〒969-1792 福島県伊達郡国見町大字藤田字一丁田二1－7　国見町役場
TEL 024－585－2111　FAX 024－585－2181　E-mail somu@town.kunimi.fukushima.jp　URL www.town.kunimi.fukushima.jp/

放送日 放　送　内　容

1/15 「○○を学ぶ！！」

放送日 放　送　内　容

1/22 「国見の激ウマごはん♪」

1/29 「『楽器の魅力』お伝えします！！」

2/5 「寒さを吹き飛ばす…」

2016 年がスタートしました！！
今年はさる年です。悪いことが
立ち去って良いことがたくさん
やってくる 1 年になりますよう
に。今年もカメラ片手にいろ
いろなところに取材に伺います
ので、よろしくお願いします。
 （Y.Y）

あ と が き

カレンダー
くにみ1月

日 月 火 水 木 金 土
8 9

・広報くにみ
1月号発行日

・いきいきサロン
第4（午前10時～）
第8・第9

（午後1時半～）

10 11 12 13 14 15 16
国見町成人式
消防団出初式

成人の日
通知カード交付臨時窓口

・いきいきサロン
第3（午後1時半～）

・戸籍窓口延長日
（午後7時まで）

・心配ごと相談
・いきいきサロン

藤田（午前10時～）
耕谷（午後1時半～）

・いきいきサロン
大木戸（午後1時半～）

17 18 19 20 21 22 23
・いきいきサロン

泉田下（午後1時半～）
・障がい者相談
・いきいきサロン

德北（午前11時半～）

・粗大ごみ収集日
・くにみ女性教室
・いきいきサロン

第1（午後1時半～）

・戸籍窓口延長日
（午後7時まで）

・いきいきサロン
第2（午後1時半～）

・3学級合同学習会
・いきいきサロン

光明寺（午後1時半～）

・国見っ子わんぱく広場

24 25 26 27 28 29 30
文化財防火デー
消防訓練

・いきいきサロン
板橋（午前10時～）
高城（午後1時半～）

・いきいきサロン
石母田（午後1時半～）

・いきいきサロン
貝田（午後1時半～）

・戸籍窓口延長日
（午後7時まで）

・心配ごと相談
・乳幼児健診3・9 か月
・いきいきサロン

泉田中（午前10時～）
大枝（午後1時半～）

・いきいきサロン
源宗山（午前10時～）

31 2/1 2/2 2/3 2/4 2/5 2/6
・税金等納期限

国民健康保険税
後期高齢者医療保険料
介護保険料

・観月台文化センター
休館日

・いきいきサロン
川内（午後1時半～）

・いきいきサロン
内谷・鳥取

（午後1時半～）

・粗大ごみ収集日
・ニコニコ相談会
・いきいきサロン

太田川（午後1時半～）

・戸籍窓口延長日
（午後7時まで）

・いきいきサロン
藤田（午前10時～）
塚野目（午後1時半～）

・いきいきサロン
第4（午後1時半～）

・若い芽の集い

2/7 2/8 2/9 2/10 2/11 2/12 2/13
・町長杯囲碁将棋

大会
・いきいきサロン

山崎（午後1時半～）
・広報くにみ

2月号発行日
・臨時福祉給付金

申請受付締切

・いきいきサロン
第3（午後1時半～）

建国記念日 ・心配ごと相談
・成人学級閉講式
・いきいきサロン

第8・第9
（午後1時半～）

・少年仲間づくり
教室閉講式


